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公益社団法人 京田辺市シルバー人材センター職域班設置要綱 

 

（設置） 

第１条 公益社団法人京田辺市シルバー人材センター（以下「センター」という。）

は、会員の自主・自立をはかり、共働・共助を基本とした連帯意識と親睦及び安全

な作業遂行と事業効果を高めるため、事業区分に応じて職域班を設置する。 

（組織） 

第２条 職域班は、別表のとおりとする。 

２ 職域班の名称は、組織の際名付ける。 

（班の所属） 

第３条 会員は前条に規定するいずれかの班に所属するものとする。 

２ 班の所属は一つの班とする。 

３ 会員は自己の都合（体力、気力など）や希望により、いつでも所属の変更が出来

るものとする。 

４ 受注内容等や会員の就業状況により、作業実態を変更することができる。 

（班長、副班長及びグループ長の選任と任期） 

第４条 職域班に、班のまとめ役として班長１名、副班長３名以下をおき、必要に応 

 じて就業現場にグループ長を置くことができる。 

２ 班長は、グループ長又は班員の互選により選出し、理事長が任命する。 

３ 副班長は班長が任命し、班長を補佐し、班長が事故あるときにはこれを代行する。 

４ グループ長は、就業現場会員の互選により選出する。 

５ 班長、副班長及びグループ長の任期は２年とし、再任は妨げない。 

６ 補欠の班長、副班長及びグループ長の任期は、前任者の残任期間とする。 

（班長、副班長、グループ長の主たる役割） 

第５条 班長、副班長、グループ長は会員およびセンターと密接な連携を図りながら、 

 会員相互の連帯意識や信頼関係の構築と熟成に努めるものとする。 

① グループ又は班の内規及び標準書を作成する。 

② グループ及び班内の意見要望などの集約や調整を行い、必要に応じてセンタ

ーへの問題解決のための相談や前向きな提案を行う。 
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③ 会員の育成指導に努める。 

④ 会員またはグループの就業機会の調整や、均等、公平化に努める。 

⑤ 会議への積極的参加と会議決定事項やセンターからの連絡事項の周知徹底に

努める。 

⑥ 就業会員の確保に努める。 

⑦ 会員の安全就業の徹底に努める。 

⑧ 新規事業及び講習会、研修会の企画、立案に努める。 

（会員の任務事項） 

第６条 会員は、班長、副班長及びグループ長と連携し、お互いに協力し合いセンタ 

ー事業の効率的な就業に努めるものとする。 

２ 会員は、会員就業規則を遵守し、常にボランティア精神を持ち、「親切・ていね

い・まごころ」のこもった誠実な仕事の遂行を行い、地域社会に貢献する一会員と

して行動するものとする。 

３ 会員は、安全に就業するため安全就業基準を遵守し、常に安全に心がけるものと 

する。 

（班会議） 

第７条 職域班長会議及び職域班会議は、必要に応じて開催する。 

２ 職域班長会議は部会長が招集し、会議の議長は、部会長が務める。 

３ 職域班会議は職域班長が招集し、会議の議長は、職域班長が務める。 

４ グループ会議は、グループ長が招集し、会議の議長は、グループ長が務める。 

（委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか必要な事項については、理事長が別に定める。 

 

附 則 

１ この要綱は、平成１６年１２月１７日から施行する。 

２ 従前の京田辺市シルバー人材センター職域班組織設置要領は、この要綱の施行

の日から廃止する。 

 附 則 

この要綱は、平成２０年４月１日から施行する。 
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 附 則 

 この要綱は、平成２２年９月１３日から施行する。（第３条第２項関係） 

 附 則 

 この要綱は、平成２４年９月１９日から施行する。（第２条別表） 

 附 則 

 この要綱は、平成２６年１２月１９日から施行する。（第３条第２項関係） 
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